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1.はじめに   
「先生, 日本語能力はどのくらい必要ですか。N3くらいあれば大丈夫ですかね。」 
















ル, IB校と多様で, もはや「日本人」「留学生」「帰国子女」のような分類はできず, 国籍, 
文化, 生活言語, 学習言語, 教育レベル（学習内容, 基礎知識）などは「皆違う」ことを前
提として多様な学びを実現することを目指している。 
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実験のような演習, 少人数のゼミ, 卒業研究など, 学部や年次により形態は様々である。
単位を取得するために具体的に必要となるのは「講義や演習を聞き理解する」, 「ノートを
取る」, 「教科書, 資料, 参考文献を読み, 理解する」, 「レポート・論文, 発表のために
情報収集する」, 「レポート・論文を書く, 発表する」, 「実験する」などのような力だが, 
学生にとって困難だと感じる部分は, 学生の母語, 所属学部, 科目区分によっても異なる





























② Differentiated Instruction (DI)「差別化教授法」(Tomlinson 2000) 
 学生の日本語能力，基礎知識，志望分野，強み，弱点，他学部の授業で求められている
ことなど各学生のニーズを把握し, ニーズに合わせた個別指導を柔軟に行った。 
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⑤ ICT(Information Communication Technology)の利用 「情報通信技術」 
 大学生として必要な ICT スキルを身につけるため、岡山大学のコース運営プラットフ
ォームであるMoodleと協働作業に適したGoogle Drive（Gmail, Google Form, Google Sheet, 
































ナル）が20%, メールが10%, プロジェクト「虎の巻」が10%となった。 













Sheet 1: 単語リスト 
週10語以上（語数は学生が決める） 
漢字, 読み方, 意味, 使用例, など 
教科によっては漢字の代わりに記号, 英語なども可とする 
Sheet 2: 学習ジャーナル 
① 授業の情報 
講義番号, 授業科目名, カテゴリ ,ー 授業日時, 教員名, 成績評価, 
目標 
② 授業の流れ（週, 授業内容, 課題・試験） 
③ 学習方法(1)実践報告と振り返り 
 予習でしたこと, 感想 
 授業でしたこと, 感想 




















－  42  －
牛田 英子
ナル）が20%, メールが10%, プロジェクト「虎の巻」が10%となった。 













Sheet 1: 単語リスト 
週10語以上（語数は学生が決める） 
漢字, 読み方, 意味, 使用例, など 
教科によっては漢字の代わりに記号, 英語なども可とする 
Sheet 2: 学習ジャーナル 
① 授業の情報 
講義番号, 授業科目名, カテゴリ ,ー 授業日時, 教員名, 成績評価, 
目標 
② 授業の流れ（週, 授業内容, 課題・試験） 
③ 学習方法(1)実践報告と振り返り 
 予習でしたこと, 感想 
 授業でしたこと, 感想 




















－  42  － －  43  －



















































































2018年第1学期 開講前    ○  ○    ○ ○ 
2018年第2学期 I 8 ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ 
2018年第3学期 II 5   ○ ○  ○ ○   ○ 
2019年第1学期 I 8   ○ ○  ○ ○ ○   
2019年第2学期 II 6   ○ ○  ○ ○    
2019年第3学期 I 5    ○ ○    ○  
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   表4. AJ受講生の他学部履修科目（聴講含む） 
学部 授業名 
医学部 インドの医療と社会 
薬学部 創薬化学, クスリとリスク, 動物実験の教育訓練 
工学部 工学ガイダンス, 微分積分1, 線形代数1, 工学基礎実験実習, 微分積分2, 
線形代数2, 確率統計1, 微分方程式1, 物理学基礎(力学)1, 物理学基礎
(電磁気学)1 
農学部 栄養生化学1, 農業生物学1, 農生命化学1, 応用微生物学1-1, 農業資源学
1, 基礎微生物学1, 農業生物学2, 農生命化学2, 応用微生物学1-2, 農業
資源学2, 基礎微生物学2, 応用動物科学コース概論1, 農芸化学コース概
論1 
理学部 基礎生物学 A1, 基礎生物学A2,  一般化学2, 分子生物学 1A, 遺伝学IA 
環境理工
学部 
都市地域計画学A, 電気化学１, 物質化学入門, 基礎物理化学, 熱力学I  
文学部 人文学講義心理学a, オランダ語a 
経済学部 経済の歴史, 会計学入門, アントレプレナーシップ入門 
教育学部 教育統計学, 学校教育心理学c1, 教育心理学概説DI 




















レベル 全学日本語クラス 学生数 





日本語3-1, 3-2 2 
日本語4-1 1 




日本語6-1, 6-2 2 
日本語6選択クラスのみ 2 
日本語7（書く） 3 











週 1 時間の個別指導で対応できる内容は学生１人につき１教科であり, 複数の教科を履修
している学生の場合, もっとも苦戦している授業に特化して指導した。そのため, 指導が十
分行き届かなかったかもしれない。また, 授業内容によっては筆者が全く知識のないものも
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れた時，「X, Y, Zがあれば, 概ね大丈夫でしょう。」のような回答ができる日が来ると期待
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